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委員会報告

決　算
特別委員会

委員長 廣部 真造

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
決
算
額
３
２
７
億
８
９
７
８
万

円
、
歳
出
決
算
額
３
２
１
億
８
０
７

２
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

６
億
９
０
６
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
５
３
５
７
万
円
を
控
除

し
た
実
質
収
支
額
は
５
億
５
５
４
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
を
財
源
別
に
み
る
と
、

自
主
財
源
が
99
億
６
５
１
０
万
円
で
歳

入
全
体
の
30
・
４
％
、
依
存
財
源
が

２
２
８
億
２
４
６
８
万
円
で
歳
入
全
体

の
69
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年

度
比
は
５
億
２
８
９
２
万
円
の
増
で

１・
６
％
の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
の
減
な
ど
の
減
少
要
因
が
あ
っ
た
も

の
の
、
保
育
園
や
学
校
施
設
の
大
規
模

改
修
事
業
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
整
備
事
業
、
次
期
防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
に
か
か
る
合
併
特
例
債
の
発
行

に
よ
る
市
債
の
増
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
や
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高

度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
補
助
金
な

ど
の
国
庫
支
出
金
の
増
が
主
な
要
因
で

す
。

　

歳
出
決
算
額
の
主
な
款
別
執
行
額

は
、
民
生
費
１
０
３
億
１
６
５
４
万

円
、
総
務
費
36
億
８
６
６
万
円
、
公

債
費
34
億
３
１
７
０
万
円
、
教
育
費

30
億
９
２
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
比
は
６
億
９
３
３
５
万
円
の
増
で

２・
２
％
の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
や
団

体
客
誘
致
支
援
助
成
金
の
終
了
な
ど
の

減
少
要
因
が
あ
っ
た
も
の
の
、
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
の
給
付
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
施
設
整
備
や
次
期
防
災
行
政
無

線
整
備
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
に
よ
る

増
が
主
な
要
因
で
す
。

　
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
執

行
の
結
果
や
行
政
効
果
を
客
観
的
に
検

証
し
、
今
後
の
予
算
編
成
や
財
政
運
営

に
活
か
さ
れ
る
よ
う
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

本会議での討論
　
財
政
見
通
し
で
「
大
型
公
共
事

業
で
あ
る
後
継
ご
み
処
理
施
設
整

備
等
に
多
額
の
費
用
」
と
監
査
委

員
か
ら
の
厳
し
い
指
摘
。
い
ち
ご

事
業
３
億
７
３
７
５
万
円
が
収
入

未
済
額
の
内
数
記
載
も
な
い
。
２

件
の
訴
訟
に
対
応
す
る
弁
護
士
費

用
を
決
算
。
説
明
責
任
も
果
た
さ

れ
て
い
な
い
。　

福
井　
節
子 

議
員

反
対

議
第
61
号　
令
和
５
年
度
高
島
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

実
質
公
債
費
率
が
改
善
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
や
事
業
の
成
果
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
な
か
で
も
、
医

療
費
無
料
化
の
高
校
生
世
代
ま
で

の
拡
充
や
、
新
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
事
業
の
着
実
な
歩
み
な
ど
の

成
果
が
認
め
ら
れ
る
。

磯
部　
亜
希 

議
員

賛
成

本会議での討論
　

水
道
料
金
を
15
％
引
上
げ
、

７
７
０
０
万
円
増
収
。
コ
ロ
ナ
支

援
で
国
か
ら
１
１
３
９
万
円
あ

り
、
１
億
３
千
万
円
も
の
純
利

益
も
。
自
己
資
本
組
入
れ
１
億

余
円
や
減
債
基
金
積
立
て
に

３
４
０
０
万
円
を
充
て
る
が
、
そ

れ
ら
を
１
９
６
０
０
戸
の
利
用
料

軽
減
に
対
応
で
き
た
。

森
脇　

 

徹  

議
員

反
対

議
第
66
号　
令
和
５
年
度
高
島
市

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
お
よ

び
決
算
の
認
定

　
給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り

水
需
要
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
加

え
て
管
路
や
設
備
の
老
朽
化
が
進

行
し
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

い
る
。
経
営
の
効
率
化
や
健
全
化

の
取
り
組
み
で
、
経
営
の
努
力
・

工
夫
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

認
定
す
べ
き
と
判
断
す
る
。

是
永　

 

宙  

議
員

賛
成

令
和
５
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

採
決
の
結
果

　
議
第
66
号
お
よ
び
議
第
67
号
は
「
可

決
お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
」、
そ
の

他
７
議
案
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
し
ま
し
た
。
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〇
児
童
手
当
支
給
事
業

　
児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
い
、
令
和

６
年
12
月
支
給
分
（
10
～
11
月
分
）
か

ら
拡
充
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
の
費
用
を
計
上
し
ま
す
。

〇
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
事
業

　
地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
の
事
業
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
融
資

（
地
域
総
合
整
備
資
金
）
を
貸
し
付
け

ま
す
。

〇
消
防
施
設
整
備
事
業

　
防
災
倉
庫
新
築
工
事
お
よ
び
救
助
艇

購
入
等
に
要
す
る
費
用
を
計
上
し
ま

す
。

〇
予
防
接
種
事
業

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
健
康
被
害
の

救
済
認
定
に
伴
う
給
付
費
を
計
上
し
ま

す
。

採
決
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

予　算
常任委員会

委員長 廣部 真造

■歳入歳出決算状況
会　　計 年　度 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一般会計
令和５年度 327億 8978万 321億 8072万 6億 906万
令和４年度 322億 6086万 314億 8737万 7億 7349万

特別会計
令和５年度 125億 2857万 123億 5039万 １億 7818万
令和４年度 122億 5081万 120億 6532万 １億 8549万

事業会計
（収益的収支のみ記載）

水道
令和５年度 11億 7938万 10億 1830万 １億 6108万
令和４年度 11億 51万 10億 2968万 7083万

下水道
令和５年度 24億 6535万 24億 8706万 △ 2171万
令和４年度 24億 9618万 24億 9934万 316万

病院
令和５年度 55億 6800万 57億 5562万 △ 1億 8762万
令和４年度 60億 2428万 55億 1114万 ５億 1314万

介護老人保健施設
（陽光の里）

令和５年度 ４億 7030万 ４億 9463万 △ 2433万
令和４年度 ４億 8382万 ４億 8932万 △ 550万

■健全化判断比率の状況
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 県内市町平均

（令和４年度） 早期健全化基準

実質赤字比率 
（一般会計を中心とした赤字の割合）

赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 12.61%

連結実質赤字比率 
（全ての会計の赤字の割合）

赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 17.61%

実質公債費比率 
（年間の借金返済額の割合）

9.5% 9.6% 8.7% 7.5% 4.4% 25.0%

将来負担比率 
（将来負担が見込まれる負債の割合）

15.0% 1.3% － － － 350.0%

◆健全化判断比率とは 
自治体の財政状況を早期に把握し、破たんを防ぐことをねらいとして制定されたものです。	 	 	 	 	
※この基準を超えると、財政再建のための計画をつくり、立て直しに取り組む必要があります。

危険信号

補
正
予
算
の
主
な
事
業
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総　務
常任委員会

委員長 河越 安実治

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、
本
年
12
月
２
日
に
被

保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

　
「
賛
成
多
数
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
１
議
案
に
つ

い
て
は
、「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
71
号　
高
島
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案

議
第
72
号　
高
島
市
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

文教福祉
常任委員会

委員長 磯部 亜希

　
本
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
、
患
者
自
ら
が
先
発
医

薬
品
を
選
択
し
た
場
合
に
お
け
る
保
険

対
象
と
な
る
範
囲
の
改
正
規
定
が
、
本

年
10
月
以
降
の
診
療
分
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

採
決
の
結
果　

　
「
賛
成
全
員
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
マ
キ
ノ
農
業
公
園
施
設
の
指
定
管
理

業
務
に
お
け
る
納
付
金
算
定
基
準
の
見

直
し
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

採
決
の
結
果

　
「
賛
成
全
員
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
73
号　
高
島
市
マ
キ
ノ
農
業

公
園
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

産業建設
常任委員会

委員長 福井 節子

本会議での討論
　
１
９
６
件
あ
る
短
期
証
が
無
く

な
り
、
長
期
に
国
保
税
の
納
付
が

な
い
と
診
療
時
10
割
負
担
に
。
本

条
例
改
正
は
、
被
保
険
者
証
を
無

く
す
こ
と
か
ら
の
文
言
修
正
だ
。

我
々
は
大
元
の
「
被
保
険
者
証
を

無
く
す
」
こ
と
に
反
対
の
立
場
で

あ
り
、
賛
同
出
来
な
い
。

森
脇　

 

徹  

議
員

反
対

議
第
71
号　
高
島
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
　
改
正
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
法

の
内
容
と
、
条
文
と
の
整
合
を
図

る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。
当
然
で

あ
る
が
、
こ
の
条
例
改
正
に
よ
り

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
改
正
を
し
な
け
れ
ば

条
例
に
不
備
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
不
可
欠
な
条
例
改
正
で

あ
る
。

藤
田　

 

昭  

議
員

賛
成

委員会報告
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　富山県富山市において、「富山市スマートシティ」についての行政視察調査を行いました。
　富山市においては、20 年ほど前から人口減少や超高齢化社会の進行を見据え、「公共交通を軸とした拠点
集中型のコンパクトなまちづくり」を、全国に先駆けて取り組んでこられ、この取り組みは様々な成果を生
み、高い評価を受けられました。しかし、近年は市民ニーズが多様化し、行政課題も複雑化・高度化してお
り、行政だけで課題を解決していくことが困難になってきたことから、近年目覚ましい発展をみせるデジタ
ル技術を活用し「コンパクトなまちづくり」を進化させ、産学官民が連携して地域課題を図るスマートシティ
政策に取り組まれました。
　まず指針を策定するにあたり、10 年後の地域の未来を自分たちで考えようと市民 120 人から、2,700 件
の意見を集められました。それを 3つのまちづくりの目標、9つの施策テーマ、そして 27 の取組の方向性
としてまとめ、様々な活動を始められました。具体的には、市役所窓口の混雑情報や河川の水位情報など市
民生活に役立つ情報の提供や、AI が 24 時間 365 日、子育てに関する問い合わせに回答するサービスなどが
行われています。

　岐阜県多治見市において、「子どもの権利条例に基づく施策」について、行政視察調査を行いました。
　多治見市では、子どもの最善の利益を第一に考えながら、子どもの権利の保障を図るため、平成 15 年に全
国で４番目となる「子どもの権利に関する条例」を制定されました。
　この条例が制定されたきっかけは、当時の多治見市長がマニフェストに掲げられていたことが大きく、その
リーダーシップにより実現したと見受けられます。平成８年度に条例の趣旨を浸透させるために、リーフレッ
トを全戸配布し、その後、たじみ子ども議会、文化と人権の課の創設、子どもの権利に関するアンケート調査
が行われました。そして、多治見市子どもの権利検討委員会が設置されます。保護者の責務についてかなりの
議論を行った上で、議会では全会一致で可決し、制定されました。　　
　条例は生きたものでなければいけないという考えから、20 年以上経過した今も、たじみ子ども議会は子ど
も会議と名前を変えて継続されており、条例自体も、子どもの取り巻く環境の変化に沿った内容であるべきこ
とから、令和２年には、命を守ることに重きをおいた前文や体罰の禁止が加えられる改正が行われています。

　この「富山市スマートシティ政策」については、行政単体でできるもの
ではなく、産学官民の連携が必要であり、この連携が上手くできた富山市
の取り組みは非常に参考となる内容でした。また、デジタル技術やデータ
を活用することで、郊外部の住民へのサービス向上に取り組まれているこ
とは、当市においても取り組むべきものであることから、今後の動向に注
目し、市の施策に活かしていけるよう調査・研究していきたいと考えます。

　前文は子どもと大人が一緒に考えて作られており、条例の形態と
しては、総合型です。理念や生活の場での権利保障にとどまらず、
権利侵害からの救済と回復や意見表明・参加の促進等幅広い内容と
なっていました。
　子どもの権利に関する条例を制定することにより、施策に反映で
きる基

もと

が身近なものとなり、子どもや保護者、地域住民の活動へと
繋がっており、子育て施策の充実を掲げている本市においても、今
後検討する意義は十分にあると感じました。

総務常任委員会総務常任委員会

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

９・10
７／

２・３
７／

その他の視察先　株式会社 LIFULL（東京都千代田区）「空き家が関係人口創出に一役、マッチ
ングだけでなく拠点整備も　不動産情報サービスが自治体と協定を結び、空き家問題を解決する」

その他の視察先　静岡県掛川市「こころの相談ノートについて」「水道・ガススマートメーター
を活用した見守りサービスについて」

行政視察報告

行政視察報告

委員会報告
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　地方分権および地方創生の進展とともに、加速する人口減少社会への対応が、我が国の将来に
とって喫緊の政治課題となっている。地方公共団体の重要な意思決定を行う地方議会は、多様化
する民意の集約と地方行政への反映が期待されており、その果たすべき役割と責任は重要性を増
している。
　このような状況の中、地方議会議員は、これまで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸課題に
ついて住民とのコミュニケーションを深めるとともに、的確に執行機関の監視や政策提言等を行
うことが求められている。このような活動範囲の広がりに伴い、近年においては議員の専業化が
進んでいる。
　一方、今日では、就業者の９割を会社員等の被用者が占めており、地方議会議員の成り手とし
ても、会社員等からの転身者が期待されている。
　地方議会議員が厚生年金に加入できるようになれば、会社員等が議員に転身しても切れ目なく
厚生年金の適用を受けることができる。家族の将来や老後の生活を心配することなく議員に立候
補し、議員活動を続けることができる環境が整うことになれば、多様で有為な人材の確保に大き
く寄与すると考えられる。
　よって、国および政府は国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における多様な人材確保の
観点から、厚生年金への地方議会議員の加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。

　以上の内容を可決し、地方自治法第９９条の規定により、内閣総理大臣、衆議院議長、
参議院議長、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、内閣官房長官　あてに提出しました。

厚生年金への地方議会議員の加入を求める厚生年金への地方議会議員の加入を求める
意見書を可決しました意見書を可決しました

　岡山県岡山市において、「スタートアップ支援業務の取り組み」についての行政視察調査を行いました。
　岡山市では、スタートアップの支援拠点を岡山駅前の商業施設内に設置し、市が運営委員会の事務局を
担い、ハブとなって全体調整をしながら事業者間の情報共有、協力により支援強化の向上を図られていま
した。ベンチャー起業支援に特化され、中学生にまで学校のカリキュラムに取り組み人材育成・発掘に繋
げていること、また、非常に幅広く、豊富な内容の充実度に感心しました。
　様々なスタートアップという花を咲かせるための土壌づくり
が行政の役割とのことであり、直ちに効果や結果が得ることが
難しく、長期的かつ継続的な取組みの維持が必要となることに
加え、これに賛同いただける投資家や企業の協力も不可欠であ
る事業であると思われました。
　人口の構成や経済事情の異なる当市で同様の取り組みを行う
には、相当の工夫が必要となると考えられます。岡山市の取り
組みを参考にし、当委員会としても、スタートアップ支援の調
査研究をしていきたいと考えます。

産業建設常任委員会産業建設常任委員会24・25
７／

その他の視察先　岡山県真庭市「みどりの食料システムビジョン」について

行政視察報告

委員会報告

意 見 書



高島市議会だより 2024．第96号7

朝
令
暮
改
と
い
う
言
葉
を
良
い
意
味
と
し
て
臨
機
応
変
に

朝
令
暮
改
と
い
う
言
葉
を
良
い
意
味
と
し
て
臨
機
応
変
に

柔
軟
性
を
も
っ
て
教
育
環
境
の
最
適
化
に
取
り
組
む
べ
き

柔
軟
性
を
も
っ
て
教
育
環
境
の
最
適
化
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か

と
考
え
る
が
ど
う
か

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
、
か
つ

迅
速
に
見
直
す
べ
き
も
の
は
、
臨
機
応
変
に
直
ち

に
行
動
す
る
こ
と
は
、
行
政
運
営
上
、
極
め
て
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
ま
す

ツ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
高

島
市
Ｄ
Ｘ
推
進
戦
略
」を
策
定
し
、

国
や
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
も

参
考
に
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
行
政

事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

より良い市民福祉のため
に３期12年の総括につ
いて

問答

　
行
政
の
効
率
化
と
質
の
向
上
の

視
点
か
ら
、
提
案
募
集
方
式
・
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
活
用
と
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
駆

使
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
学
校
に
登
校
し
に
く
い
子
ど
も

た
ち
が
い
る
が
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
出
席
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問

問

加
配
教
員
を
配
置
し
、
更
な
る
学

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
学

校
と
地
域
が
協
働
し
た
教
育
活
動

を
展
開
す
る
な
ど
、
各
校
の
特
色

を
生
か
し
た
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
在

り
方
を
議
論
し
、
将
来
を
見
据
え

な
が
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
、
か
つ

迅
速
に
見
直
す
べ
き
も
の
は
、
臨

機
応
変
に
直
ち
に
行
動
す
る
こ
と

は
、
行
政
運
営
上
、
極
め
て
重
要

な
視
点
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続

き
、
高
島
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
教
育
を
取
り
巻
く

　
市
長

　
内
閣
府
の
地
方
分
権
改
革
・
提

案
募
集
方
式
を
活
用
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
提
案
が
で
き
る
よ
う

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
官
民
連
携
に
よ
る
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
際

に
、
積
極
的
な
活
用
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

答

　
教
育
環
境
の
最
適
化
の
視
点
も

強
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

問　
市
長

　
小
中
学
校
の
計
画
的
な
大
規
模

改
修
や
、１
人
１
台
端
末
の
整
備
、

教
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
、

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
市
独
自
の

答

社
会
情
勢
の
変
化
を
見
据
え
て
教

育
環
境
の
最
適
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

代表質問代表質問

廣部　真造 議員
至誠会

代表質問

　
教
育
長　

　
全
て
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
よ

り
良
い
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
か
ら
学
校
・
保
護

者・関
係
の
団
体
等
で
話
し
合
い
、

出
席
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
教
育

を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
を
把
握

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
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新
ご
み
処
理
施
設
整

備
の
今
後
に
つ
い
て

今
期
を
振
り
返
っ
て
み
て
、

今
期
を
振
り
返
っ
て
み
て
、

ど
の
よ
う
な
思
い
か

ど
の
よ
う
な
思
い
か

課
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
、
そ
し
て
何
よ
り
も
職
員
の
一
丸

と
な
っ
て
の
取
り
組
み
が
つ
な
が
っ
た
と
回
想
し
て

い
ま
す

　
今
期
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
ど

の
よ
う
な
思
い
か
。

　
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
表
明
の

機
会
に
つ
い
て
問
う
。

　
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
市
長

に
直
接
伝
え
る
場
や
、
意
見
交
換

を
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

し
っ
か
り
受
け
止
め
共
有
す
る
姿

勢
は
大
切
な
も
の
と
考
え
て
お

り
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

高島市政の今後に
ついて

問問

問

答

　
高
島
市
の
情
報
発
信
の
強
化
に

つ
い
て
問
う
。

今
後
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市
長

の
思
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
福
井
市
長
の
今
任
期
中
に
は
業

者
選
定
や
造
成
工
事
、
焼
却
施
設

等
建
設
ま
で
進
ま
ず
、
道
筋
を
つ

け
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

せ
め
て
建
設
の
着
工
ま
で
は
責
任

を
も
っ
て
福
井
市
長
に
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
市
長　

　
市
の
Ｈ
Ｐ
は
、
令
和
４
年
度
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
利
便
性
の
向

上
の
た
め
日
々
改
善
に
努
め
て
お

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
で
も
配
信
内

容
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
方

法
、
更
に
は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
長　

　
周
辺
地
域
を
は
じ
め
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら

施
設
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
事

業
の
進
捗
を
図
り
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
長　

　
激
励
の
意
を
込
め
て
と
受
け
止

め
ま
す
が
、
用
地
取
得
案
件
等
、

市
議
会
で
の
ご
議
決
が
大
き
な
節

目
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

で
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
と
い
う
段

階
で
は
な
く
、
マ
キ
ノ
地
域
の
小

学
校
の
統
合
問
題
等
様
々
な
課
題

が
あ
る
中
で
、
次
期
に
つ
い
て
は

も
う
し
ば
ら
く
熟
慮
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問

問

答

答答

　
市
長　

　
喫
緊
の
課
題
や
重
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
決
し
て
手
を
抜
く
こ
と
な

く
精
一
杯
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
の

実
現
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
、
そ
し
て
何
よ
り
も
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
の
取
り
組
み

が
つ
な
が
っ
た
と
回
想
し
て
い
ま

す
。

　
市
長　

　
子
ど
も
や
若
者
が
思
い
描
く
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
疑

問
や
意
見
に
対
し
行
政
と
し
て
も

答答

　
市
長

　
直
接
首
長
が
出
会
っ
て
意
見
交

換
し
、
反
映
す
る
な
ら
ど
う
い
う

検
証
や
議
論
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
前
向
き
に
検
討
す
る
中
で
、

仕
組
み
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
と
も
検

討
を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

問

代表質問 磯部　亜希 議員
真志会

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
た

問

代表質問代表質問
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決
算
書
の
収
入
未
済
額
の
内
数
と
し

決
算
書
の
収
入
未
済
額
の
内
数
と
し

て
、
３
億
７
３
７
５
万
円
を
書
き
込

て
、
３
億
７
３
７
５
万
円
を
書
き
込

む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

地
方
自
治
法
施
行
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
様
式
に
準

じ
て
し
っ
か
り
と
調
製
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

巨額未収金
３億７３７５万円は
どう決算表記されたか

問答

　
未
収
の
私
債
権
と
し
て
分
か
る

決
算
資
料
が
示
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

決
算
書
の
雑
入
に
お
け
る

収
入
未
済
額
の
内
数
と
し
て
、

３
億
７
３
７
５
万
円
を
書
き
込
む

必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
年
内
に
市
民
に
公
表
す
る
財
務

諸
表
で
、
本
未
収
金
で
は
、
ど
の

様
に
表
記
す
る
の
か
。

　
横
浜
市
の
財
務
諸
表
で
は
、
回

収
で
き
て
い
な
い
補
助
金
返
還
金

問問

問問

　
市
長

　
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
様
式

に
準
じ
て
調
製
し
て
お
り
、
歳
入

で
は
調
定
額
、
収
入
済
額
、
不
納

欠
損
額
お
よ
び
収
入
未
済
額
を
予

算
科
目
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

未
収
金
で
は
、
予
算
科
目
を
「
雑

入
」
と
し
て
区
分
し
、
調
定
額
お

よ
び
収
入
未
済
額
欄
に
内
数
と
し

て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
市
長

　
地
方
自
治
法
施
行
規
則
に
規
定

さ
れ
て
い
る
様
式
に
準
じ
て
し
っ

か
り
と
調
製
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
市
長

　
財
務
書
類
は
、
決
算
認
定
後
に

総
務
省
が
発
表
し
て
い
る
『
財
務

書
類
作
成
要
領
』
に
基
づ
い
て
作

成
し
、
未
収
金
は
そ
の
総
額
を
流

動
資
産
の
未
収
金
と
し
て
記
載
し

ま
す
。

を
特
殊
案
件
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
高
島
市
で
も
財
務
諸
表

に
は
そ
の
よ
う
に
記
載
で
き
な
い

か
。

答

答答

管
理
の
徹
底
と
、
滞
納
者
へ
の
適

正
な
滞
納
処
分
や
強
制
執
行
等
の

措
置
を
行
う
事
で
、
公
債
権
や
私

債
権
の
収
入
未
済
金
の
縮
減
に
努

め
る
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
市
長

　
現
在
、
補
助
金
等
の
支
払
い
を

求
め
る
訴
え
を
提
起
し
、
対
応
に

努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
判
決
に

よ
り
債
権
が
確
定
し
た
後
に
、
当

該
債
権
を
所
管
部
局
に
お
い
て
市

債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
台
帳
整
備
を
行
い
、

適
正
な
債
権
管
理
の
徹
底
と
回
収

に
努
め
ま
す
。

答

　
監
査
委
員
指
摘
に
対
す
る
改
善

等
計
画
書
に
、
本
補
助
金
未
収
金

事
案
に
特
定
し
た
市
の
改
善
策
の

明
記
が
見
当
た
ら
な
い
。
補
正
書

込
み
が
必
要
で
は
。

問

そ
の
他
の
質
問

・
主
食
コ
メ
の
価
格
安
定
に
責
任

持
つ
市
農
政
を

・
市
職
員
の
地
域
手
当
処
遇
改
善

が
市
内
労
働
者
の
賃
金
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
よ
う

・
介
護
医
療
院
の
新
設
は
、
医
療

介
護
で
急
性
期
か
ら
看
取
り
ま

で
市
内
完
結
と
な
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
２
問

代表質問代表質問

議員森脇　徹
日本共産党高島市議団

代表質問

　
市
長

　
法
律
に
基
づ
い
て
、
適
切
に
処

置
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
市
長

　
改
善
等
計
画
と
し
て
、
公
債
権

は
勿
論
、
当
該
補
助
金
返
還
金
も

含
め
た
私
債
権
に
つ
き
、
市
債
権

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
債
権

答答

　
私
債
権
回
収
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
担
う
の
か
。
そ
の
活
動

の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
な
い

か
。

問
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子
ど
も
の
居
場
所
を
ど
の
よ
う

子
ど
も
の
居
場
所
を
ど
の
よ
う

に
つ
く
っ
て
い
く
の
か

に
つ
く
っ
て
い
く
の
か

子
ど
も
自
身
が
望
む
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
地

域
や
民
間
団
体
、
学
校
や
行
政
な
ど
多
く
の
機
関

で
連
携
し
ま
す

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し

て
過
ご
せ
る
「
居
場
所
」
や
受
け

と
め
の
場
の
必
要
性
は
、
近
年
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

こども若者の居場所・
受けとめの場づくりに
ついて

問答

そ
の
他
の
質
問

中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
の
待
機
へ
の
対
応
は
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
の
創
出
に
つ

い
て
は
。

　
中
高
生
や
若
者
の
居
場
所
の
創

出
に
つ
い
て
は
。

　
こ
ど
も
計
画
の
策
定
の
時
期
な

ど
の
目
途
は
。

　
放
課
後
の
居
場
所
の
意
義
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

問

問

問問

問

　
市
長

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
学
童
保
育

に
希
望
し
て
も
入
れ
な
い
子
ど
も

が
、
市
内
で
現
在
14
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
消
に
向
け

て
は
、
国
が
示
す「
放
課
後
児
童
対

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
参
考
に
し
な
が

ら
、
民
間
な
ど
と
の
協
働
も
視
野

に
入
れ
、
国
県
の
補
助
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
多
様
な
居
場
所
を
創

設
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

居
場
所
が
増
え
る
事
で
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
を
解
消
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
長

　

放
課
後
の
子
ど
も
の
過
ご
し

方
、
過
ご
す
場
所
は
多
様
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
自
身
が
望
む
居
場
所
づ
く
り
の

創
出
の
た
め
、
地
域
や
民
間
団
体

と
、
学
校
や
行
政
な
ど
と
の
多
く

の
機
関
の
間
で
連
携
し
ま
す
。

　
市
長

　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
「
こ
ど
も
大

綱
」
や
「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
関
す
る
指
針
」
が
示
す
こ
ど

も
の
居
場
所
の
あ
り
方
を
踏
ま

え
、努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る「
こ

ど
も
計
画
」を
策
定
す
る
際
に
は
、

今
後
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

　
子
ど
も
未
来
部
長

　

今
年
度
、「
子
ど
も
子
育
て
あ

く
し
ょ
ん
ぷ
ら
ん
２
０
２
５
」
を

策
定
中
で
す
が
、
こ
ど
も
計
画
を

包
含
す
る
も
の
に
は
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
来
年
度
以
降
５
年
間
の

計
画
で
あ
り
、
中
間
見
直
し
等
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
機
会
に

は
こ
ど
も
計
画
を
包
含
し
た
よ
う

な
見
直
し
と
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

　
市
長

　

様
々
な
放
課
後
の
居
場
所
が
、

子
ど
も
の
健
全
な
育
ち
だ
け
で
は

な
く
、
人
格
形
成
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
に
応
じ
た
子
ど
も
の

居
場
所
は
、
そ
の
意
義
が
あ
る
も

の
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

答

答

答答

答

代表質問 是永　宙 議員
みどりの未来

代表質問一般質問
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産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
計
画

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
計
画

に
対
す
る
市
の
基
本
方
針
に
つ
い

に
対
す
る
市
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
問
う

て
問
う

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
に
か
か
る
市
の
方
針

は
制
定
し
て
い
ま
せ
ん

産業廃棄物処理施設建設
計画に対する基本方針に
ついて

問答

　
滋
賀
県
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処

理
の
推
進
に
関
す
る
要
綱
第
11
条

第
１
項
に
お
け
る
関
係
市
町
長
へ

の
意
見
照
会
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設

計
画
に
対
す
る
市
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
問
う
。

問

代表質問一般質問

　
市
長

　
一
般
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
処

理
施
設
の
計
画
が
あ
っ
た
際
に
は

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
15
条
第
５
項
」
お
よ

び
「
滋
賀
県
産
業
廃
棄
物
の
適
正

処
理
の
推
進
に
関
す
る
要
綱
第
11

条
第
１
項
」
の
規
定
に
基
づ
き
、

県
知
事
か
ら
地
元
市
長
に
対
し
て

意
見
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設

答

　
強
風
を
原
因
と
す
る
運
行
規
制

に
つ
い
て
比
良
お
ろ
し
を
中
心
と

し
た
風
と
、
そ
れ
以
外
の
風
向
き

の
場
合
で
は
徐
行
や
運
転
見
合
わ

せ
の
基
準
が
違
う
が
、
市
は
実
際

に
把
握
し
て
い
る
か
。

に
か
か
る
、
市
の
基
本
方
針
に
つ

い
て
は
制
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問

　
近
江
高
島
駅
、
安
曇
川
駅
、
近

江
中
庄
駅
の
ト
イ
レ
の
整
備
に
向

け
た
具
体
的
な
計
画
は
。

問　
市
長

　
駅
ト
イ
レ
の
具
体
的
な
整
備
計

画
に
つ
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
Ｊ

Ｒ
か
ら
は
特
に
お
聞
き
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
市
と
し
て
は
ト
イ

レ
の
老
朽
化
の
現
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
Ｊ
Ｒ
と
協

議
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

そ
の
他
の
質
問

高
島
市
公
共
施
設
再
編
計
画
に

則
っ
た
保
有
施
設
の
譲
渡
、
売
却

時
の
対
応
に
つ
い
て

議員藤田　昭
チーム高島

代表質問

湖
西
線
強
風
に
伴
う

運
転
規
制
と
利
用
者

に
対
す
る
安
全
確
保

及
び
利
用
客
が
利
用

し
や
す
い
駅
ト
イ
レ

に
つ
い
て

　
北
小
松
駅
か
ら
屏
風
岩
ま
で
の

間
防
風
柵
未
設
置
区
間
の
風
対
策

に
つ
い
て
要
望
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

問 　
市
長

　
湖
西
線
の
よ
う
な
防
風
柵
が
設

置
さ
れ
た
区
間
は
風
速
毎
秒
25
ｍ

で
徐
行
、
30
ｍ
で
運
転
見
合
わ
せ

と
な
っ
て
お
り
、
25
ｍ
あ
る
い
は

30
ｍ
に
応
じ
た
安
全
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。

　
運
転
見
合
せ
や
徐
行
は
、
防
風

柵
の
設
置
に
よ
り
従
前
３
分
の
１

に
減
少
す
る
見
通
し
も
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

答

　
市
長

　
湖
西
線
の
防
風
対
策
に
つ
い
て

は
、
就
任
以
来
長
年
に
わ
た
り
重

ね
て
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
要
望
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
と
し
て
は
気

象
予
報
の
専
門
事
業
者
等
に
委
託

し
、
湖
西
線
全
線
の
気
象
デ
ー
タ

を
集
積
、
分
析
し
、
温
暖
化
の
影

響
も
加
味
し
て
、
強
風
が
集
中
的

に
起
こ
る
風
道
を
判
明
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
湖
西
線
の
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
に
完
成

し
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

答
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通
学
路
や
通
学
方
法
へ
の
心
配
の

通
学
路
や
通
学
方
法
へ
の
心
配
の

声
が
多
く
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

声
が
多
く
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

考
え
て
い
る
か

安
全
な
通
学
路
の
検
討
や
遠
距
離
通
学
に
お
け
る
交

通
手
段
の
確
保
な
ど
、
通
学
区
域
の
広
域
化
へ
の
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
開
校
準
備
協
議
会
に
お
い
て
丁

寧
な
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す

保護者や地域住民の声
を反映した新設学校に
向けて

問答

　

説
明
会
や
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

　
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ま
の
想
い

が
、
よ
う
や
く
教
育
委
員
会
に
届

き
、
マ
キ
ノ
地
域
の
学
校
再
編
に

一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
、
地

元
の
皆
さ
ま
は
大
い
に
期
待
を
さ

れ
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
、
地
域
の
想
い
を
受
け
止
め
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
。

問　
教
育
総
務
部
長

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
や
保
護
者
へ
の

説
明
会
で
は
、
通
学
路
や
通
学
方

法
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
意
見
が

答

　
教
育
総
務
部
長

　
議
員
が
ご
提
案
さ
れ
た
地
域
の

方
々
が
立
ち
寄
れ
る
広
場
や
学
校

図
書
館
お
よ
び
体
育
館
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
他
の
取
組
み
事
例
も

答 　
地
域
の
皆
さ
ま
が
集
え
る
よ
う

な
モ
デ
ル
的
な
学
校
整
備
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

校
準
備
協
議
会
を
設
置
し
、
開
校

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
生
活
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
活
動
の
み
な
ら
ず
、
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
に
も
十
分
な
配
慮
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
総
務
部
長

　
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
９
月

定
例
会
で
審
議
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
新
校
舎
建
設
に
向
け

て
は
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算

に
設
計
費
を
計
上
し
、
令
和
８
年

度
と
９
年
度
の
２
か
年
で
工
事
を

行
い
、
令
和
10
年
４
月
開
校
の
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答 　

基
本
方
針
決
定
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
開
校
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
の
か
。

問

河越　安実治 議員

多
く
、
新
校
舎
の
機
能
面
に
つ
い

て
の
ご
質
問
等
も
複
数
あ
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
会
場
も
、
統
合
後

の
新
た
な
学
校
生
活
に
か
か
わ
る

内
容
が
中
心
で
、
説
明
会
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
85
％
の
保
護

者
が
統
合
案
に
賛
成
の
意
見
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

参
考
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

可
能
な
限
り
反
映
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
総
務
部
長

　
新
設
な
ら
で
は
の
課
題
と
し
て

学
校
名
の
決
定
、
校
章
や
校
歌
の

作
成
、
体
操
服
等
の
選
定
、
安
全

な
通
学
路
や
通
学
方
法
の
検
討
の

ほ
か
、
教
育
方
針
や
教
育
計
画
の

策
定
な
ど
を
決
定
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
開

答 　
通
学
路
や
通
学
方
法
へ
の
心
配

の
声
が
多
く
あ
る
が
、
新
設
に
お

け
る
課
題
と
課
題
解
決
の
取
り
組

み
を
、
ど
の
よ
う
な
想
定
を
し
て

い
る
か
。

問

そ
の
他
の
質
問

防
災
対
策
に
つ
い
て

一般質問一般質問
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自
然
事
象
に
よ
る
山
林
で
災
害
が

自
然
事
象
に
よ
る
山
林
で
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
復
旧
及
び
再
発

発
生
し
た
場
合
の
復
旧
及
び
再
発

防
止
策
は

防
止
策
は

災
害
復
旧
事
業
は
ま
ず
災
害
認
定
さ
れ
る
こ
と
が

前
提
条
件
で
す

災害発生後の復旧に
向けた対応について

問答

　
都
市
整
備
部
長

　
河
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
級

河
川
で
あ
れ
ば
県
が
、
そ
の
他
の

河
川
で
あ
れ
ば
市
が
行
い
ま
す
。

山
林
に
つ
い
て
は
、
所
管
す
る
省

庁
に
お
い
て
災
害
復
旧
事
業
が
メ

ニ
ュ
ー
化
さ
れ
て
お
り
、
当
該
事

業
が
災
害
に
認
定
さ
れ
、
事
業
採

択
基
準
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

国
ま
た
は
県
も
し
く
は
市
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

答 　
河
川
で
の
災
害
復
旧
や
再
発
防

止
策
、
ま
た
山
林
で
の
土
砂
崩
れ

な
ど
の
災
害
復
旧
や
再
発
防
止
策

は
ど
こ
が
進
め
る
の
か
。

　
７
月
初
旬
に
発
生
し
た
今
津
町

杉
山
で
の
市
内
企
業
様
の
作
業
場

で
の
土
砂
崩
れ
は
、
約
２
ヵ
月

経
っ
た
今
も
、
復
旧
に
向
け
た
動

き
、
再
発
防
止
に
向
け
た
検
討
ど

こ
ろ
か
原
因
究
明
の
動
き
も
見
え

て
こ
な
い
状
況
で
あ
る
。
行
政
と

し
て
被
災
さ
れ
た
企
業
様
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
こ

ら
れ
た
の
か
、
寄
り
添
っ
て
こ
ら

れ
た
の
か
と
感
じ
る
。

問

一般質問一般質問

　
政
策
部
長

　
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
路
や
河
川
の
ほ
か
、
人
家

も
し
く
は
学
校
や
病
院
等
の
公
共

施
設
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
場
合
が

対
象
と
な
り
、
企
業
や
事
業
所
に

つ
い
て
は
事
業
採
択
の
要
件
に
合

致
し
な
い
と
い
っ
た
制
度
上
の
制

約
が
あ
り
ま
す
。

答 　
被
災
さ
れ
た
の
が
、
民
家
や
自

治
体
と
、
企
業
で
は
対
応
が
違
う

の
か
。

問

　
副
市
長

　
法
的
措
置
と
し
て
は
定
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
一
義
的
に
は
伐
採
企

業
と
被
災
企
業
が
原
因
究
明
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
前
提
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
市
長

　
大
変
難
し
い
課
題
で
あ
り
ま
す

が
、
少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で

き
る
の
か
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答答 　
民
間
企
業
が
市
に
伐
採
届
を
出

さ
れ
て
伐
採
さ
れ
た
箇
所
で
災
害

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
再
発
防

止
の
観
点
か
ら
も
市
が
原
因
究
明

を
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
検
討
い
た
だ
く
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

問問

澤本　長俊 議員
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何
を
根
拠
に
㈱
風
車
に
補
助
事
業

何
を
根
拠
に
㈱
風
車
に
補
助
事
業

の
遂
行
能
力
が
あ
る
と
判
断
し
た

の
遂
行
能
力
が
あ
る
と
判
断
し
た

の
か
の
か

国
・
県
か
ら
の
交
付
決
定
通
知
を
根
拠
と
し
て
、

補
助
金
の
交
付
を
決
定
し
た
も
の
で
す

いちご農園補助金問題
について、納得いく
市民説明を

問答

　
総
務
部
長　

　

補
助
事
業
の
事
務
的
な
流
れ

は
、
市
が
事
業
者
を
妥
当
と
認
め

県
に
申
請
書
等
を
提
出
し
ま
す

が
、
あ
ら
か
じ
め
県
な
り
国
と
妥

当
か
ど
う
か
判
断
を
含
め
て
対
応

し
て
お
り
、
実
際
の
中
身
は
当
初

か
ら
国
・
県
と
相
談
を
し
な
が
ら

決
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

答

　
何
を
根
拠
に
㈱
風
車
に
補
助
事

業
の
遂
行
能
力
が
あ
る
と
判
断
し

た
の
か
。

　

県
の
３
月
16
日
付
提
出
文
書

で
、「
事
業
実
施
計
画
承
認
申
請

書
」
に
「
市
か
ら
承
認
申
請
が
出

さ
れ
県
も
内
容
は
適
正
と
認
め
る

の
で
、（
国
の
）
農
政
水
産
部
長

宛
進
達
し
て
よ
ろ
し
い
か
」
と
あ

る
。
あ
ら
か
じ
め
国
が
採
択
で
は

な
く
、
市
が
事
業
者
か
ら
要
望
を

受
け
て
県
に
調
査
結
果
を
送
リ
、

県
が
そ
れ
を
認
め
て
国
に
申
請
し

た
流
れ
で
は
な
い
の
か
。

問問 　
総
務
部
長　

　
あ
ら
か
じ
め
国
で
補
助
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
、
県
に
通
知
。
そ

の
後
、
補
助
金
交
付
の
内
示
が
あ

り
、
県
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
計
画
書
類
に

基
づ
く
一
連
の
補
助
金
交
付
申
請

に
対
す
る
事
務
処
理
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

答

　
総
務
部
長　

　
当
初
の
計
画
通
り
の
事
業
完
遂

が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
極
め
て

残
念
な
結
果
で
あ
り
、
ま
た
交
付

済
み
補
助
金
が
い
ま
だ
返
還
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
、極
め
て
遺
憾
。

現
在
係
争
中
の
訴
訟
動
向
を
踏
ま

え
、
今
後
も
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
講
じ
て
回
収
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

答 　
３
億
７
３
７
５
万
円
の
補
助
金

が
返
還
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
ど

の
様
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

問

　
市
長　

　
こ
の
案
件
は
、
そ
の
都
度
丁
寧

に
そ
の
経
緯
な
り
対
応
策
あ
る
い

は
そ
の
方
策
の
ご
説
明
を
重
ね
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
月
議
会

で
の
請
願
で
も
、
議
会
の
ご
意
見

で
そ
う
い
う
必
要
性
に
つ
い
て
は

賛
成
少
数
と
い
う
経
緯
も
あ
り
ま

す
の
で
、
市
と
し
て
は
引
続
き

し
っ
か
り
と
債
権
回
収
に
向
け
て

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
所
存
で

す
。

　
総
務
部
長

　
直
ち
に
規
則
や
要
綱
等
の
改
正

を
行
う
よ
り
、
ま
ず
は
個
別
事
案

ご
と
に
法
令
や
規
則
・
要
綱
等
に

照
ら
し
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
審
査

等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

答答 　
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
必

要
で
は
な
い
か
。

問

福井　節子 議員

　
こ
う
し
た
事
態
を
招
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
市
民
に

謝
罪
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

問

そ
の
他
の
質
問

・
移
動
の
自
由
は
市
民
の
権
利
、

交
通
権
を
保
障
す
る
た
め
に

・
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
推
進

に
伴
い
、
住
民
合
意
は
得
ら
れ

た
か

一般質問一般質問
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「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用
促
進
に

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用
促
進
に

向
け
た
取
組
は

向
け
た
取
組
は

安
心
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

　
今
年
12
月
2
日
、
従
来
の
健
康

保
険
証
か
ら
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の
仕
組
み
に
移
行
す
る
。
地
域
住

民
が
安
心
し
て「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
利
用
す
る
こ
と
の
利
便
性
や
、

質
の
高
い
医
療
を
受
け
る
た
め
の

基
盤
と
な
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
、

正
し
い
情
報
を
丁
寧
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

マイナンバーカードの
保険証利用と促進につ
いて

問答

・
過
去
に
処
方
さ
れ
た
薬
情
報
や

健
診
情
報
な
ど
が
共
有
で
き
、

よ
り
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ

る
。

・
高
額
療
養
費
制
度
も
市
役
所
窓

口
で
の
事
前
申
請
手
続
き
を
省

略
で
き
る
。

な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
医
療
費
な
ど
の

医
療
費
助
成
制
度
と
の
一
元
化
も

検
討
さ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は

受
給
券
を
携
行
せ
ず
に
公
費
負
担

医
療
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
健
康
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
不
安
を

お
持
ち
の
方
に
は
安
心
し
て
マ
イ

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
に

向
け
た
取
組
は
ど
う
か
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
未
だ

保
有
し
て
い
な
い
方
へ
の
対
応
は

ど
う
か
。

　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
率
は
85
％
を
超
え
て
い
る

が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
得
率
は

今
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
特
急

発
行
の
仕
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ナ
保
険
証
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問

問

問問

一般質問一般質問

　
市
民
生
活
部
長　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と

で・
確
実
な
本
人
確
認
が
で
き
る
。

　
市
民
生
活
部
長　

　

申
請
の
た
め
窓
口
来
場
時
に

は
、申
請
書
作
成
の
補
助
と
し
て
、

顔
写
真
の
撮
影
や
申
請
書
記
載
方

法
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
自

宅
へ
伺
い
申
請
書
作
成
の
補
助
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
に
入
所

等
さ
れ
て
い
る
方
は
、
希
望
に
応

　
市
民
生
活
部
長　

　
国
民
健
康
保
険
の
方
の
取
得
率

は
、６
月
１
日
時
点
で
63
％
で
す
。

　
市
民
生
活
部
長　

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
制
度
で
す
。
新
生
児
や
海

外
か
ら
の
転
入
、
紛
失
等
に
よ
る

再
交
付
な
ど
、
特
に
速
や
か
な
交

付
が
必
要
と
な
る
場
合
に
１
週
間

程
度
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

じ
て
市
民
課
職
員
が
施
設
へ
出
向

き
、
申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

答

答

答答

藍原　章 議員

そ
の
他
の
質
問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
に
つ
い
て
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介
護
人
材
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

介
護
人
材
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

踏
み
込
ん
だ
施
策
は

踏
み
込
ん
だ
施
策
は

必
要
な
施
策
に
つ
い
て
取
捨
選
択
し
な
が
ら
事
業
化

す
る
と
い
う
流
れ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す

良質で安定した福祉
サービスを維持して
いくために

問答

　
健
康
福
祉
部
長

　
昨
年
度
に
市
内
の
介
護
お
よ
び

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
対

象
に
実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、

離
職
者
数
は
ご
回
答
い
た
だ
い
た

42
法
人
で
２
２
５
人
あ
り
、
補
充

で
き
た
の
は
１
６
３
人
に
と
ど
ま

り
、
職
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
状
況
が
窺
え
ま
す
。
市
で

は
平
成
30
年
度
か
ら
市
内
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
管
理
者
、

県
や
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
参

画
い
た
だ
き
、
高
島
市
介
護
人
材

確
保
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
介

　
健
康
福
祉
部
長

　
離
職
理
由
の
１
つ
で
あ
る
と
は

考
え
ま
す
。
市
と
し
て
は
例
え
ば

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
、
身

体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
検

討
の
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
民
間
事
業
者
の
方
が
ど
の
よ
う

な
政
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
検
討
し
、
必
要
な
施
策
に
つ
い

て
取
捨
選
択
し
な
が
ら
事
業
化
す

る
と
い
う
流
れ
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
市
の
実
態
調
査
で
の
離
職
理
由

は
、「
ご
自
身
の
病
気
に
よ
る
退

職
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
職

場
内
の
人
間
関
係
」
と
「
他
の
職

場
へ
の
転
職
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
介
護
職
の
病
気
の
一
つ
に
腰
痛

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
事
業
所
に

よ
っ
て
は
ノ
ー
リ
フ
ト
に
取
り
組

む
な
ど
、
持
ち
上
げ
な
い
介
護
を

答

答答

答答

　
福
祉
分
野
で
の
人
材
不
足
の
実

態
と
市
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
介
助
が
身
体
的
な
負
担
が
大
き

い
と
考
え
て
よ
い
か
。

　
踏
み
込
ん
だ
施
策
に
つ
い
て
。

目
指
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
ま

す
。

　
介
護
人
材
の
離
職
理
由
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
離
職
理
由
で
あ
る
病
気
に
つ
い

て
の
分
析
は
。

護
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
協
議
会
で
は
、
市
独
自
の
助

成
制
度
や
採
用
担
当
職
員
の
研
修

会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に

よ
る
「
介
護
と
福
祉
の
就
職
フ
ェ

ア
」
の
開
催
な
ど
人
材
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問

問問

問問

中川　あゆこ 議員

　
健
康
福
祉
部
長

　
職
員
は
事
務
局
員
と
し
て
、
障

が
い
福
祉
課
、
高
齢
者
支
援
課
の

職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

答 　
高
島
市
介
護
人
材
確
保
対
策
協

議
会
に
は
市
の
職
員
も
参
加
す
る

の
か
。

問

一般質問一般質問
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地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
進
め
方
、
ま
た
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
問
う

の
進
め
方
、
ま
た
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
問
う

令
和
６
年
10
月
末
に
は
55
計
画
が
完
了
す
る
見
込
み
で
、
現
在
取
り
組
み
中
の
95
組
合
に

つ
い
て
も
年
度
内
の
完
了
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

地域計画の策定と
持続可能な農業の
実現について

問答

　
こ
の
た
び
の
地
域
の
作
成
を
機

に
、
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

ま
た
耕
作
者
と
農
地
所
有
者
が
お

互
い
に
将
来
の
農
地
利
用
の
あ
り

方
を
共
有
し
、
各
々
の
責
任
と
役

割
を
意
識
し
合
え
る
関
係
を
維
持

し
て
い
け
る
よ
う
に
導
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
副
市
長　

　
令
和
５
年
４
月
の
法
施
行
時
の

市
内
の
農
業
組
合
数
は
１
６
９
組

合
あ
り
、
令
和
５
年
度
末
に
は
14

計
画
の
策
定
が
完
了
し
、
こ
の
10

月
末
に
は
43
組
合
分
に
あ
た
る
41

計
画
が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
現
況
図
の
作
成
や
ア
ン

ケ
ー
ト
の
調
査
の
実
施
な
ど
、
現

在
取
り
組
み
中
の
組
合
が
95
組
合

あ
り
ま
し
て
、
年
度
内
の
完
了
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

情
報
と
し
て
持
っ
て
お
り
ま
す
水

稲
共
済
細
目
書
、
そ
し
て
中
山
間

事
業
等
の
資
料
で
耕
作
者
の
情
報

が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
各

地
域
の
仮
の
現
況
地
図
を
作
成
し

ま
し
て
、
組
合
長
に
状
況
を
聞
き

取
り
な
が
ら
、
こ
の
10
月
に
は
作

業
を
整
え
て
3
月
末
の
計
画
策
定

に
漕
ぎ
つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
副
市
長　

　
新
規
就
農
者
な
ど
新
た
な
担
い

手
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た

め
、
高
島
市
で
農
業
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報

発
信・働
き
か
け
が
必
要
で
あ
り
、

就
農
後
も
地
域
の
先
輩
農
家
に
相

談
や
協
力
依
頼
が
出
来
る
関
係
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

答

答

一般質問一般質問

　

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め

方
、
ま
た
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え

方
か
。

　

地
域
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
、
市
は
ど
の
よ
う
な
担
い
手
を

考
え
て
い
る
か
。
新
た
な
担
い
手

の
確
保
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問

問

髙木　広和 議員

　
ま
だ
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
農

業
組
合
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定

に
時
間
を
要
す
る
よ
う
な
地
域
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

問　
副
市
長　

　
市
職
員
の
方
で
、
先
ず
は
市
が

答
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救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
参
加
、
県
へ
の

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
参
加
、
県
へ
の

参
加
要
請
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

参
加
要
請
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

県
は
令
和
7
年
10
月
の
事
業
開
始
に
向
け
て
、
各
市
町
と
調
整
を
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
市
も
当
該
事
業
へ
参
加
す
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す

救急搬送の現状と課題、
今後の体制確保について

問答

　
消
防
長

　
県
は
令
和
５
年
５
月
か
ら
こ
れ

ま
で
３
回
、
こ
の
事
業
に
関
す
る

情
報
連
絡
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
消
防
本
部
と
し
て
は
、

本
事
業
に
つ
い
て
一
定
の
効
果
を

期
待
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
必
要

性
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

答

　
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
救
急
車
の
出

動
件
数
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
。

　
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業(

♯

７
１
１
９)

に
つ
い
て
、
市
独
自

で
の
参
加
ま
た
は
県
へ
の
参
加
要

請
を
し
て
は
ど
う
か
。

選
定
療
養
費
は
検
討
さ
れ
な
い
の

か
。

　
総
務
省
消
防
庁
が
救
急
安
心
セ

ン
タ
ー
事
業
運
用
手
引
き
発
表

後
、約
３
年
半
経
過
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
の
高
島
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
の

か
。

問

問

問

山下　巧 議員

　
消
防
長

　
令
和
元
年
ま
で
増
加
傾
向
で
推

移
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
第
1
波

の
令
和
２
年
は
一
旦
減
少
し
、
令

和
３
年
か
ら
再
び
増
加
に
転
じ
ま

し
た
。
令
和
５
年
は
過
去
最
高
を

更
新
す
る
３
１
２
２
件
と
出
動

件
数
は
30
年
間
で
約
２・
３
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
長

　
近
畿
圏
内
で
唯
一
本
県
で
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。
救
急
搬
送
事

業
が
増
加
し
て
い
る
中
、
真
に
救

急
医
療
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
の

生
命
を
守
る
上
で
、
本
事
業
の
導

入
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
は
令
和
７
年
10
月
の
事
業

開
始
に
向
け
て
、
各
市
町
と
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
。
本
市
も
当
該

事
業
へ
参
加
す
る
方
向
で
考
え
て

い
ま
す
。

　
消
防
長

　
三
重
県
松
阪
市
が
と
ら
れ
た
対

応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
車
利

用
の
有
料
化
を
目
的
に
し
た
も
の

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
運
用
に
よ
り
保
健
医
療
圏
域

に
お
け
る
医
療
機
関
の
機
能
分
担

や
、
相
互
連
携
に
も
影
響
す
る
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

は
県
等
の
動
向
を
注
視
し
、
慎
重

に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
現
時

点
で
は
、
本
市
独
自
に
検
討
を
行

う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答

答

答

　
増
え
続
け
る
救
急
搬
送
に
対
応

す
べ
く
、
他
市
が
導
入
し
て
い
る

問

一般質問一般質問
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市
は
、
自
己
増
幅
型
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と

市
は
、
自
己
増
幅
型
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と

安
全
性
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か

安
全
性
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か

国
の
責
任
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
有
害
事
象
等
を
慎
重
に
確
認
し
た
う
え

で
承
認
さ
れ
る
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す

　

自
己
増
幅
型 

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
（
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
）

は
、
世
界
で
唯
一
日
本
の
み
で
認

可
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全

性
お
よ
び
副
反
応
に
関
す
る
懸
念

が
広
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
懸
念
と
は
、「
自
己
複
製

す
る 

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
」
で
あ
る
た
め

に
、
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
自
体

が
接
種
者
か
ら
非
接
種
者
に
伝
播

(

シ
ェ
デ
ィ
ン
グ)

す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
医
師
、
専
門
家
、
研
究
者
な
ど

複
数
の
有
識
者
か
ら
は
、
安
全
性

等
に
対
す
る
懸
念
も
多
く
表
明
さ

れ
、
一
般
社
団
法
人
日
本
看
護
倫

新型コロナウイルス感染
症予防接種における自己
増幅型レプリコンワクチ
ンについて

問答

　
健
康
福
祉
部
長

　
自
己
増
幅
型
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
は
、
接
種
す
る
こ
と
で
、
体
内

で
免
疫
反
応
を
起
こ
す
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

が
自
己
増
殖
を
続
け
る
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

既
存
の
ワ
ク
チ
ン
よ
り
も
少
量
の

　
健
康
福
祉
部
長

　
国
か
ら
示
さ
れ
る
情
報
に
つ
い

て
共
有
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

今
後
、
国
か
ら
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
新
た
な
情
報
等
が
示
さ
れ
ま
し

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
医
師
会

や
医
療
機
関
と
の
情
報
共
有
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

答

答

　
市
は
、
自
己
増
幅
型
レ
プ
リ
コ

ン
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
安
全
性

に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

理
学
会
か
ら
も
緊
急
声
明
で
懸
念

が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
今
後
レ
プ

リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、以
下
質
問
す
る
。

接
種
量
で
も
効
果
が
持
続
し
、
副

反
応
も
少
な
く
抑
え
ら
れ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
自
己
増
幅

型
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、
起
源

株
に
対
す
る
も
の
が
薬
事
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
10
月
か
ら
の
接

種
に
使
用
さ
れ
る
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
Ｊ
Ｎ
．１
系
統
対
応
ワ
ク
チ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
薬
事
承
認
の
手
続

き
中
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

薬
事
承
認
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
や
有
害
事
象
等
を
慎
重
に
確
認

し
た
う
え
で
承
認
さ
れ
る
も
の
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
の
内
容
な
ど

懸
念
事
項
を
医
師
会
や
医
療
機
関

に
情
報
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

問

問

そ
の
他
の
質
問

市
立
図
書
館
の
持
続
的
な
運
営
に

つ
い
て

板持　文子 議員

一般質問一般質問



　高島市議会では、市民の皆さんにとって身近で開かれた議会づくりを推進するために、市民の皆
さんのご意見を直接お聴かせいただく場を設けています。
　今年度は令和６年７月 12 日（金）に、県立高島高等学校普通科２年生の文理探究クラス・Bク
ラスの皆さんと、意見交換を行いました。県立高島高等学校の皆さんとの議会報告会は、昨年度に
引き続きの開催です。
　当日は６つのグループに分かれ、「高島市がどんなまちになってほしいか」、「そのために自分た
ちができること、したいことは何か」、「行政や市議会に進めてほしいこと、してほしいこと」など「高
島市の未来」について高校生の皆さんの素直なお気持ちやご意見をお聞かせいただきました。市の
現状や課題を認識した上で、自然環境や観光、移住・定住、インフラ整備などについて、高島市の
将来像を思い描きながら、様々なご意見を述べていただき、活発な意見交換となりました。
　特に若者世代の市外へ流出を防ぐための意見を、若者である高校生の皆さんから率直な思いを聞
かせていただくことができ、限られた時間ではありましたが、大変有意義な時間を過ごすことがで
きました。
　これからの日本の将来を担っていただく若い世代の皆さんのお考えやご意見を参考に、今後の市
議会活動に真摯に取り組んでまいります。
　市民の皆様に市議会の活動に対する理解を深めていただけるよう、市民の皆さんにとって「開か
れた議会」へと今後も歩み続けていきたいと考えています。
　最後になりましたが、議会報告会の開催にあたり、ご尽力とご協力をいただきました県立高島高
等学校の教職員と生徒の皆様方に心より感謝申し上げます。

議会広報広聴委員会　委員長　藍原　章　

高島市議会議会報告会高島市議会議会報告会

議会報告会の結果については、市議会ホームページで公開していますので、是非ご覧ください。

テーマ

参加者

高校生の皆さんと意見交換を行いました高校生の皆さんと意見交換を行いました
「こんなまちになってほしい！そのためにやってみたいこと、できることについて」「こんなまちになってほしい！そのためにやってみたいこと、できることについて」

高校生 73人、市議会議員17人高校生 73人、市議会議員17人

高島市議会だより 2024．第96号 20
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案　　件　　名 結果

人
　
事

諮第１号から 
諮第６号まで 人権擁護委員候補者の推薦について 適任者と

認める
同意第７号から 

同意第13 号まで 河内山財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意
同意第14 号から 
同意第19 号まで 今津財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議
　
決

議第 60 号

契約の締結につき議決を求めることについて（環境センター施設改修工事）

原案可決契約金額　３８２，８００，０００円
相 手 方　川崎重工業株式会社　関西支社
工事内容　環境センター施設改修工事　１式

決
算
認
定

議第 63 号 令和５年度高島市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議第 64 号 令和５年度高島市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議第 65 号 令和５年度高島市訪問看護ステーション事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議第 68 号 令和５年度高島市病院事業会計決算の認定について 認　　定

議第 69 号 令和５年度高島市介護老人保健施設事業会計決算の認定について 認　　定

条
　
　
例

議第 70 号
高島市税条例の一部を改正する条例案

原案可決地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、公益信託制度改革に伴う個人住民税における寄附金控除の見
直し等所要の改正を行うもの。

議第 72 号
高島市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決本年６月に施行された診療報酬改定において、患者自らが先発医薬品を選択した場合における保険対象となる
範囲の改正規定が、本年 10 月以降の診療分から適用されることに伴い、所要の改正を行うもの。

議第 73 号
高島市マキノ農業公園施設の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決
マキノ農業公園施設の指定管理業務における納付金算定基準の見直しにより、所要の改正を行うもの。

予
　
　
算

議第 74 号 令和６年度高島市一般会計補正予算（第２号）案 原案可決

議第 75 号 令和６年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第 76 号 令和６年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第 77 号 令和６年度高島市病院事業会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第 78 号 令和６年度高島市一般会計補正予算（第３号）案 原案可決
発
議 発議第５号 高島市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決

令和６年９月定例会令和６年９月定例会　　議案審議結果議案審議結果（全員賛成分）（全員賛成分）

○…賛成　　●…反対　　　【会派の名称】共産党→日本共産党高島市議団　夢ネット→夢ネットたかしま　公明会→高島公明会　

会　　派　　名 至誠会 共産党 真志会 チーム
高島

みどり
の未来
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ネ
ッ
ト

公
明
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無
所
属

無
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属

無
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属

無
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属

案　　　件 結　果
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髙
木
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板
持
文
子

廣
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昌
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議第61 号 令和５年度高島市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 退
席○ ○ ○ ○ ○ ○ 退

席 ○ ‐

議第62 号
令和５年度高島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認　定 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議第66 号
令和５年度高島市水道事業会計利益の処分および決算の
認定について

原案可決
および認定 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議第67 号
令和５年度高島市下水道事業会計利益の処分および決算の
認定について

原案可決
および認定 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議第71 号 高島市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

意見書第２号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書案 原案可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

令和６年９月定例会　審議結果一覧（賛否が分かれた案件）令和６年９月定例会　審議結果一覧（賛否が分かれた案件）

※廣本昌久議員は、議長のため採決に加わらない。



高島市議会だより 2024．第96号

令和６年 12 月定例会
11月 28日 木 10:00【本会議】12月定例会開会

12月

10日 火

10:00【本会議】一般質問11日 水

12日 木

13日 金 10:00 総務常任委員会

16日 月 10:00 文教福祉常任委員会

17日 火 10:00 産業建設常任委員会

18日 水 10:00 予算常任委員会

24日 火 10:00【本会議】12月定例会最終日

上記日程は、変更する場合があります。

22

議
会
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報
広
聴
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員
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福
井
　
節
子　

　本会議・予算常任委員会の模様を
インターネットでライブ配信（生中
継）・録画配信しています。スマー
トフォン・タブレット端末からもご
覧いただけます。

　本会議・常任委員会は、原則一般公開し
ています。ぜひ、お気軽に傍聴にお越しく
ださい。

　高島市議会のホームページからアクセス
できますので、ぜひ一度、議会の様子をご
覧ください。

議会だよりに関するご意見・ご感想をお待ちしております。（議会事務局：25－8140）
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ミテミテ市議会

キテキテ市議会

　来年度、本市でも競技が行われる ｢わた
SHIGA輝く国スポ･障スポ 2025｣ の気運
醸成を図るべく９月定例会開会中、各議
員は啓発用ポロシャツを着用して議会に臨
みました。開会初日には市執行部にも着用
協力いただきました。議場にて市公式イン
スタグラムイメージキャラクターの ｢たか
Ｐ｣ も加わり記念撮影。大会成功を祈念し
ます。

（議会広報広聴委員会  
　　　　副委員長　山下　巧）

今回の表紙写真

高島市議会

　
猛
暑
の
夏
、災
害
続
き
の
日
本
列
島
。

１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ら
れ
た
ば
か
り
の
処
に
、

追
い
打
ち
を
掛
け
た
大
雨
と
河
川
の
氾

濫
、
土
砂
崩
れ
。

　
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
連
事
務
総
長
が「
沸
騰
す
る
地
球
」

と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
世
界
が
異
常

気
象
で
す
。
紛
争
な
ど
し
て
い
る
場
合

で
は
な
い
。
私
た
ち
人
間
が
、
地
球
を

壊
し
て
い
る
の
で
す
。

　
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
、
出
来
る
こ
と
を

し
て
行
か
な
く
て
は
。

　
気
候
危
機
対
策
に
す
べ
て
の
国
々
が
、

真
剣
に
取
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
出

来
る
こ
と
か
ら
、早
く
、急
い
で・・・！

議会の議会の
インターネット中継インターネット中継をを
ご覧いただけます！ご覧いただけます！

環境に配慮し、
植物油インキを使用しています。


